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１．はじめに
　2017年２月23日、東京・霞が関の灘尾ホールにて、

「事業の弱みを消し、強みを増す、知財戦略の要諦 
〜事業競争力を高める『事業適合性判定』と『事業
に対する特許の貢献度評価』の効果的活用〜」と題
して、日本知的財産仲裁センター第19回シンポジウ

ムが開催された（主催：日本知的財産仲裁センター、
日本弁護士連合会、日本弁理士会、後援：国立研究
開発法人日本医療研究開発機構（AMED）、一般社
団法人日本知的財産協会）。
　同シンポジウムは、事業・技術・知財が密につな
がり、「事業の強みを増し、維持し、弱みを解消す
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る知財戦略」の実践を奨励し、事業強化の知財活用・
形成・創造に亘る戦略的知財活動に日本知的財産仲
裁センターの「事業適合性判定」（事業の弱みの把
握）と「事業に対する特許の貢献度評価」（事業競争
力を高める特許群形成の評価、複合主体が所有する
特許の事業に対する相対的知財力の評価、等々）を
効果的に組み込む活用を紹介し、当該事業の活用を
提案することを目的に開催されたものである。
　参加申込者は502名、参加者は317名であった。以
下、同シンポジウムの概要を紹介する。

２．開会の挨拶
　司会の上羽秀敏氏（弁理士、日本知的財産仲裁セ
ンター運営委員、第２部会部員）より進行等の説明
が行われた後、神原貞昭氏（弁理士、日本知的財産
仲裁センター長）より開会の挨拶が行われた。神原
氏は、日本で唯一の知的財産を専門とする民間の
ADR機関（裁判外紛争解決機関）である日本知的仲
裁センター（日本弁護士連合会及び日本弁理士会が
共同運営）が、1998（平成10）年の設立以来19年を
経たが、未だ十分に利用されていないとして、今後
の活用に期待を寄せた。

３．基調講演１（小宮義則氏）
　まず、小宮義則氏（特許庁長官）１による「第四
次産業革命と知財システム〜オープン／クローズ／
データの複合戦略化と知的財産政策の方向性〜」と
題する基調講演が行われた。概要は以下のとおり。

（１）第４次産業革命の概観と産業政策の方向性

・第４次産業革命の時代には、あらゆるものがイ
ンターネットにつながり、データが集積され、

ビックデータ化し、人工知能（AI）と結びつき、
それがフィードバックされることで新しい財や
サービスが生まれる。

・アメリカのネット巨大企業はネットからリアル
の世界に進出。ものづくりドイツは製造業に主
軸を置いて、ネットに張り出していく戦略。

・第４次産業革命の第一幕（ネット上のデータ競
争）では、プラットフォームを海外勢が掌握し
た。プラットフォーマーが寡占的にコンテンツ
を収集、供給。利益もそこに蓄積される。

・第４次産業革命の第２幕は、リアルな世界の
データを巡る競争である。うまく対応すれば、
健康医療、製造現場、自動走行の分野で、日本
でプラットフォームを獲得できる可能性がある。
ただし、日本は欧米に比べて一つの業界におけ
る社数が多いので、「協調領域」と「競争領域」
を峻別して、企業、系列等の枠を超えてデータ
を共有・活用するプラットフォームを形成しな
いと、ビックデータが生まれてこないのではな
いか。

（２）第４次産業革命における知財と標準

・デジタル化に伴い一製品に含まれる特許の数が
桁違いに増加。その結果、差止リスク等が増大。
IoTの時代には、個々の機械がネットにつなが
ることにより、より深刻な問題になる可能性が
高い。

・IoT関連発明は世界的に右肩上がりで増加。有
識者の中には、IoT時代には特許は邪魔である
との意見があるが、権利の制限は「ただ乗り」
を助長するので全面的には賛同できない。

・三位一体（知財戦略、研究開発戦略、事業戦略）
の企業戦略に「標準化戦略」が加わり、オープ
ン・クローズ戦略と言われるようになった。第
４次産業革命の時代になると、さらにオープ
ン・クローズ戦略に「データ」が加わってくる。

・①オープンな技術（標準、プラットフォーム）、
②クローズな技術（特許、営業秘密）、③デー
タの三つの要素を日本企業がどう上手く使いこ
なすかが今後の課題。三つの要素のうち最低二
つは使いこなさないと勝てないだろう。

・アメリカのネット企業は、顧客を囲い込めばよ
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